氏名＝元航空宇宙技術研究所(現JAXA)元大気観測担当研究員　矢澤健司
住所＝東京都東久留米市前沢＊＊＊
対象事業の名称＝イオン東久留米ショッピングセンター（仮称）建築事業
環境保全の見地からの意見 （現地説明会およびイオン東久留米環境評価書に関して）
私は東久留米市前沢１丁目に住んで１２年。東久留米市に移り住んだのは、水と緑など自然環境が残っており、充実した保健、福祉、教育及び自然環境があったからです。
　イオン東久留米ショッピングセンター計画については、2006年春から本格的に始まった住民説明以降、大きな関心を持ち、「イオン出店問題を考える前沢・南町の会」に参加し、イオンによる３度の説明会を地元で実施して、説明を聞いてきましたが、その説明に多くの疑問や不安を募らせてきました。
　この度の環境アセスメントについては、2006年春から３年以上もかけたものであり、イオンによる説明会にも参加し、説明を聞き、どのような環境影響評価がなされているかと内容を読みました。

結論的には、該当する地域で将来にわたり暮らしていく住民として、自然環境破壊、生活環境の激変悪化は必至であり、イオン東久留米ショッピングセンター（仮称）建築事業の中止を強く求めます。
　以下、環境アセスに関連して、その理由をのべます。
１）5.5調査等の手法に関する変更に関して問題点を指摘します。
・大気汚染実測調査：7日間連続／１季　を　１日間連続／１季　に変更しています。
簡易測定器性能が良くても交通量の変化は大きいので、１日の測定では正確なデータは得られない。交通量が最も少ない期間を測定していることも考えられます。大気汚染観測は気象や交通量に依存し、たった一日の調査では正確な値を求めることができません。
・９８％値評価について

環境基準に適合するための条件は、1年間で得られたすべての日平均値から算出された日平均値の年間９８％値が、0.060ppm以下であること。

このことは365日の気象、交通量を観測し、これをもとに予想される交通量を加え1年間365日の予測を行い、低い順番に365個を並べ、357番目の日平均値が0.06ppmを超えないこととしています。今回は14日間の観測を行って予測値を出していることは、この条件に合っていないことになります。
２）大気汚染(8.1)
8.1.1調査結果に関して問題点を指摘します。
　（３）調査方法

　　　①大気の状況の既存資料の使っているデータは東京都の一般大気測定局と自動車排出ガス測定局のデータを使っていますが、一般大気測定局は西東京の法務局近くの場所に設置したものであり、自動車排出ガス測定局は小金井街道に隣接している１小近くに設置してあるもので、今回のイオン建設場所とはかけ離れており、東久留米全体および西東京全体を評価する標準値としては参考になりますが、今回のイオン建設には参考になりません。
　長年にわたって詳細に調査を行っている新婦人東久留米支部の観測データ（下記のURL参照）を基準にすべきです。

（観測データ：http://members.jcom.home.ne.jp/kurumeweb/hkaeon/2005shinfujin.html）

これによると、2005年12月にはNO2濃度が0.063ppmになっており、現状で環境基準を超えています。このことは、これ以上、交通量を増やしてはいけないことを示しています。

現に調査結果でも、1時間の最高値は計画敷地内で0.048ppm、5小通り沿道で0.053ppmを示しています。（表8.1.1-11(1)）交通量が少しでも増え、新しい建物が建てば、環境基準を超えることは必至です。
  （５）予測結果に対する問題点を示します。

　　　①工事中の建設機材による窒素酸化物の濃度増加の最大値が0.013ppm（113ページ表8.1.2-17）と示してあり、②工事完了後の濃度に至っては0.00047ppm（118ページ表8.1.2-20）となって、過小評価されていますが、これは予測に使っている計算条件に問題があります。　NO2の汚染源の５０％以上が車から出ているというデータからも交通量増による大気汚染の依存度は平成9年度環境省調査でも明らかです。

（http://www.erca.go.jp/ondanka/aozora/seikatsu/9.html）

工事完了後の予測結果を示した評価書130ページ図8.1.4-5(1)のように関係車両による付加率（関係車両が発生する大気汚染の割合)が１％以下というのは非現実的です。

実施のデータ(自動車排出ガス測定局（小金井街道東久留米）の平成20年8月28日の1日のNO2(ppb=1000ppm)を見ても、1日のNO2の濃度の変化は平均値0.032ppmに対して±50%以上(0.017ppm～0.048ppm)に変化しています。これは交通量の変化が大気汚染の濃度の変化に比例していることを示しています。

　問題は、93ページの（ｃ）予測のための気象条件に使っている風速分布をU=U0(H/H0)を使っていることです。この式は、周りに障害物の何もない広い農場のようなところでのみ成り立ちますが、周りに高層マンションや自分自身の建物により風分布は大きく依存します。このことを無視して予測した結果は非常に問題があります。特に、高層ビルの周りにはビル風が生じ、平均風以上の風速が出る場合もありますが、逆に、渦流が生じ、淀みを作り、いわゆる吹き溜まりが生じます。マンションの高層ビルによりビル風よる強風が生じますが、このことは、この影響でほとんど流れがなくなる部分が生じます。ここには、ごみも溜りますが、高濃度の汚染ガスも集まり拡散し難くなり、高濃度の大気汚染を生じさせます。見解書176ぺージ26）で「ビル風を生じさせるような高層建築物を立てるものではない」、といているが、ショッピングセンター自体が高層ビルでなくても、近くにある高層ビルは、高濃度の汚染ガスも集め拡散し難くし、その結果大気汚染が基準以上になる恐れが考えられます。大気汚染の予測を行う為には、年間を通した正確な気象データと付近の建物を含んだ3次元の流れを考慮した計算が必要になると思います。
３）車両の走行速度の評価

　実測値に基づいた走行速度には30-40km/hの値が使われています。（表8.1.2-15）これは走行速度を50m という短い区間で測定したためで、信号や渋滞による加速停止状態を考えると数十倍から数百倍の排気ガスが生じ、道路上の大気汚染発生源を無視または過小評価することは非現実的です。かなり空いていると感じる道路でも平均速度は２０km/h程度になります。まして、イオンが開店してお客が集中する時期においては交通容量を超えて、渋滞に落ち込みます。このときに走行速度は歩く速度より遅い1km/h以下になることも、かなりの確率で起こることが予測されます。この場合、道路から発生するNO2の量は何十倍、何百倍にもなり許容量を大幅に上回ることになります。
４）交通容量と交通渋滞

評価書33ページ図6.2.2-7(1)周辺道路の主要交差点需要率・主要断面混雑度から所沢街道の交通容量は1506(平日)－1580(休日)となっていますが、82ページ表8.1.1-16「東久留米交通量調査報告書」の交通量調査結果からもガスト前のピーク時交通量は1532(平日)－1587(休日)と、すでに交通容量を超えています。このことは、イオンが開店すれば確実に渋滞が起こり、許容を大幅に超える大気汚染が起こることを示しています。
5） 交通渋滞によるその他の影響
イオンショッピングセンターに使われる道路として所沢街道は、道幅が狭く歩道がなく歩いていても危険を感じるほどです。とても自転車に乗って走れる道路ではありません。5小通りも同じような状態で、新所沢街道がショッピングセンターまで整備されたとしても交通渋滞は避けられないでしょう。消防車や救急車等の緊急車両がスムーズに通れない状態では安心して生活できません。

6） 環境アセスメントについて

東久留米市は大気汚染等の環境問題について検討しておりません。都の環境アセスメントの結果で判断するとしていますが、審議会でも大気汚染に関しては1回も審議されずに都民の声を聞く会が開かれ、その後の審議会で結論が出されるということにとても不安を感じます。230を超える都民の意見に対し納得の得られるような説明がなされるのか、または業者の都合のよい説明をうのみにしてｇｏサインを出すのかとても心配しています。都民や市民が健康で安全で安心して暮らしが出来るようにするのが都や市の一番の役目だと思います。
以上のことからイオンが出した環境影響評価書の予測結果が不適切であることを示し、住民としてとても受け入れられない内容であることを確認しました。改めて、イオン東久留米ショッピングセンター（仮称）建築事業の中止を強く求めます。
参考データ

自動車排出ガス測定局（小金井街道東久留米）の平成20年8月28日の1日のNO2(ppb=1000ppm)の値を示します。

(http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/bunpu1/air/nippou/nippou.asp?mapno=5&date=2008082823)
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